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６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のため

の事業及び当該事業と一体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

 

［１］街なか居住の推進の必要性  

１）現状分析 

 中心市街地の人口は微増であるが増加している。しかし、これは地価下落を背景と

した都心立地マンションの供給増加や都心回帰現象といった社会経済状況変化の影響

が大きいものと推測される。 

また、大分駅周辺では、大分駅南土地区画整理事業により、南北駅前広場やシンボ

ルロードなどの公共施設（質の高い公共空間）の整備と併せて、駅周辺街区の有効高

度利用と周辺部の都市型住宅地の整備を進捗中である。 

 

２）街なか居住の推進の必要性 

 本市では、大分駅付近連続立体交差事業に伴う道路網の再編と南北市街地の一体化

を図り、駅前広場やシンボルロードなどの公共施設の整備と併せて駅周辺街区の有効

高度利用と周辺部の都市型住宅地の整備を行い、本市の中心市街地にふさわしい地区

の創出を行なっている。中心市街地の人口は微増ではあるが、引き続き街なか居住の

推進策としての下記の事業を遅延なく、かつ確実に進めることで中心市街地の街なか

居住を進める必要がある。 

 

街なか居住推進の事業 

◇大分駅南土地区画整理事業 

 

３）フォローアップ 

 大分駅南土地区画整理事業の事業計画の見直しを概ね 3 年ごとに行い、状況の変化

に応じて改善等が必要であれば事業計画・実施計画の変更を行なう。 

 

 

 

 

［２］具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

該当なし 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

該当なし 
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（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

1.大分駅南土

地区画整理事

業 

〇公共施設整

備や都市型住

宅地の整備を

行い、中心市街

地にふさわし

い地区を創出

する。 

●平成 8年度 

～平成 26 年度 

 

 

大分市 中心市街地において、質の高い

良好な市街地環境の整備を行う

ことで、都心居住の推進を目指

すため、中心市街地の活性化に

必要である。 

（区域内の目標人口：7,000 人）

 

社会資本整備

総合交付金（道

路事業（区画）） 

平成 7年度 

～平成 25 年度 

再掲 

 

 

（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

該当なし 

（4）国の支援がないその他の事業 

該当なし 

現在の駅南の様子
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７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業その他の商業の活性化のための事

業及び措置に関する事項 

 

［１］商業の活性化の必要性  

（１）現状分析 

 本市の中心市街地においては、商店街、大型商業施設ともに衰退が顕著であり、旧基

本計画策定以降、衰退に歯止めがかかっていない状況にある。 

 中心商店街全体で最も落ち込みの大きい指標は年間商品販売額であり、平成 16 年度

は 82.7％（対 14 年度比）の水準に落ち込んでいる。一方では、「府内五番街商店街」の

ように、すべての指標で増加している商店街もある。 

 中心市街地の空き店舗状況については、平成 20 年度には 7％（26 店舗）となり、僅

かずつではあるが、着実に増加している。 

 これまで、旧基本計画に基づき空き店舗対策事業などに取り組んできたところではあ

るが、市民満足度調査（平成 17 年度）によっても、「都市機能」の満足度は高く現れた

が、「小売商業」や「サービス業の振興」についての満足度や重要度の認識は低く、市

民の商業機能全体に対する活性化の期待の高さは伺えない状況にあり、都市機能の増進

と経済活力の向上が一体的に図られていない状況が伺える。 

 

（２）商業の活性化のための事業の必要性 

 本市の中心市街地の活性化は、「中心商業地の活性化である」と定義したように中心

商業地の再生を柱の一つにし、その再生と各種事業の連携を行ない、事業意欲を有する

商業者などの持続可能な事業活動の場として機能している状態になるよう、さまざまな

事業を効果的に実施する必要がある。 

◇自助努力する商店街・商業者に対する積極的な支援事業 

・空き店舗対策事業の拡充 

・起業家支援事業 

・まちなか開業グランプリ事業 

・商店街魅力アップ出店事業 

・新大分第 6ビルリノベーション事業 

・中央通りと連携した中心商業地の集客・回遊性向上とコミュニティ形成事業 など 

◇ライフスタイルモールとしての商店街・中心商業地の一体的な再構築の事業 

・休憩所設置事業・トイレ設置事業 

・メディアコンプレックス事業 

・チャレンジスポット賑わい創出事業 など 

 

（３）フォローアップ 

 毎年完了もしくは開始している事業について、中心市街地活性化協議会などを通じて

進捗調査・分析を行い、状況の変化に応じて改善等が必要であれば、変更や事業改善策

を講じる。 

 



 95

［２］具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業等 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の 

事項 

59．大規模小売

店舗立地法の

特例区域の指

定の要請 

○大規模小売

店舗立地法に

基づく手続き

を大幅に簡略

化できる「大規

模小売店舗立

地法の特例区

域」の指定 

 

●平成 22 年度

～ 

大分市 大規模小売店舗立地法の手続

きを簡略化することで、大規

模小売店舗への早期出店を支

援し、多様で魅力ある商業集

積の形成と来街者の増加を図

ることは中心市街地活性化に

必要である。 

大規模小売店

舗立地法の特

例 

 

平成 22 年度～ 
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（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の

事項 

18.新大分第 6

ビルリノベー

ション事業 

〇空きビルの

再生事業 

●平成 19 年度

～平成 20 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新大分土

地株式会

社 

竹町商店街の空き店舗（中古ビ

ル）を再生し、飲食店などの新

たな賑わいの空間や SOHO など

のビジネス空間の再構築を行

い、若い意欲ある経営者の入居

を支援する事業である。また、

商店街に不足する店舗の入居

や商店街との共同イベント開

催などにより、竹町商店街全体

の賑わい創出に貢献する事業

として、中心市街地の活性化に

必要である。 

戦略的中心市

街地商業等活

性化支援事業

費補助金 

 

平成 20 年度 

 

 

 

 

 

 

 

正面イメージ 
内部イメージ 
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19．中央通りと

連携した中心

商 業 地 の 集

客・回遊性向上

とコミュニテ

ィ形成事業 

〇中心商業地

の集客力増進

と回遊性・魅力

増進事業 

・バス待合所等

の環境整備 

・商店街等と連

携したイベ

ント事業 

●平成 20 年度 

株式会社

トキハ 

中央通りの人優先空間の再構

築事業と連携し、質の高いバス

待合所の環境整備や来街者の

待ち合わせ、くつろぎ空間を完

備し、公共空間と一体となった

コミュニティ形成空間を整備

する。また、各商店街等と連携

し、空間を利用した各種イベン

トを実施することにより、中心

市街地の東西の回遊性を高め

て、中心市街地の賑わい創出を

図ることができ、商業ポテンシ

ャルを向上させられる点から

必要な事業である。 

 

戦略的中心市

街地商業等活

性化支援事業

費補助金 

平成 20 年度 

 

 

 

20．商店街活性

化補助事業（イ

ベント支援拡

充） 

〇商店街への

助成 

●現在の「大分

市商店街活性

化補助交付要

綱」は平成 7年

度～（改正） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各商店街 商店街のイベント等の共同事

業などに対して、商店街組織に

対してその費用の一部を補助

する。 

単独事業 

中心市街地活

性化ソフト事

業 

平成 20 年度 

～ 

 

コミュニティ形成空間イメージ↑ 
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24．まちなか出

店サポートセ

ンター運営事

業（まちなか出

店サポート事

業、テナントミ

ックス・イベン

トミックス） 

〇まちなかの出

店相談者をサポ

ートする事業 

●平成 20 年度

～平成 24 年度 

 

大分市 

株式会社

大分まち

なか倶楽

部 

空き店舗・空地・空きビル情報

など相談者への情報提供や商

店街・大型店の店舗業種情報・

不足業種情報の提供、イベント

のマネジメントや情報提供、再

開発等の支援情報提供など、 

起業家や相談者に対して出店

サポート等を行なう事業であ

り、中心市街地の活性化に必要

である。 

社会資本整備

総 合 交 付 金

（都市再生整

備計画） 

平成 21 年度 

～平成24年度 

 

25．まちなか開

業グランプリ

事業（まちなか

出店サポート

事業、まちなか

開業支援） 

〇まちなかへの

優秀な出店者に

対して優秀店表

彰を行なう事業 

●平成 20 年度 

～平成 24 年度 

 

 

大分市 

株式会社

大分まち

なか倶楽

部 

新規開業者のうちから開業の

内容等について、中心市街地活

性化協議会の専門部会等で事

業評価を行ない、優れた開業内

容に対して、その評価・情報発

信を行うとともに、起業家への

支援を行う事業であり、中心市

街地の活性化に必要である。 

社会資本整備

総 合 交 付 金

（都市再生整

備計画） 

平成 21 年度 

～平成24年度 

 

31.空き店舗対

策事業 

〇空き店舗へ

の出店に対す

る補助 

●現在の「大分

市商店街活性

化補助金交付

要綱」は平成７

年度～（改正中） 

 

個人事業

者及び商

店街団体 

中心市街地で事業意欲のある

商業者に対して、積極的な支援

を行うため、現行の制度を改

良・拡大し、中心市街地協議会

等との連携を図りながら空き

店舗対策事業を展開する。 

 

 

 

中心市街地活

性化ソフト事

業（特別交付

税措置） 

平成 20 年度 

～平成24年度 

大分市中

心市街地

商都復活

支援事業

補助金 
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32.起業家支援

事業 

〇事業意欲を

有する起業家

への支援 

●平成 20 年度 

～平成 24 年度 

個人事業

者及び商

店街団体 

中心市街地活性化協議会で認

められた事業意欲を有する起

業家に対して、起業に係わる経

費の一部を補助し、まちなかの

魅力向上を図る。 

 

 

 

中心市街地活

性化ソフト事

業（特別交付

税措置） 

 

平成 20 年度 

～平成24年度 

大分市中

心市街地

商都復活

支援事業

補助金 

 

33.商店街魅力

アップ出店事

業  

〇誘致するこ

とで効果があ

ると認められ

る業種の出店

補助 

●平成 20 年度 

～平成 24 年度 

個人事業

者及び商

店街団体 

商店街団体が、活性化に効果が

あると認められる業種や店舗

を誘致する場合に対して、その

費用の一部の補助を行い、商店

街・個店の魅力向上を図る。 

中心市街地活

性化ソフト事

業（特別交付

税措置） 

平成 20 年度 

～平成24年度 

大分市中

心市街地

商都復活

支援事業

補助金 

 

34.商店街リニ

ューアル事業 

○商店街のリ

ニューアルに

対する補助 

●平成 20 年度 

～平成 24 年度 

商店街団

体 

商店街団体が、計画的に商店街

の改装を行う場合に対してそ

の費用の一部を補助し、商店

街・個店の魅力向上を図る。 

中心市街地活

性化ソフト事

業（特別交付

税措置） 

平成 20 年度 

～平成24年度 

大分市中

心市街地

商都復活

支援事業

補助金 

 

35.イベント開

催事業 

〇中心市街地

区域で商業者

等が行なうイ

ベントに対す

る補助 

●平成 20 年度 

～平成 24 年度 

個人事業

者及び商

店街団体 

中心市街地活性化協議会で認

められたイベント等に対して

その費用の一部を補助し、まち

なかの魅力アップやまちなか

滞在時間を延ばすことを目的

としている。 

 

 

中心市街地活

性化ソフト事

業（特別交付

税措置） 

平成 20 年度 

～平成24年度 

大分市中

心市街地

商都復活

支援事業

補助金 
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36.休憩所設置

事業 

〇来街者に提

供する為の休

憩所の設置に

対する補助 

●平成 20 年度 

～平成 24 年度 

 

個人事業

者及び商

店街団体 

 

店舗改装により、来街者の休憩

所の設置を行う場合に対して、

その費用の一部を補助するこ

とで、官民で来街者のまちなか

への施設要望に答えるととも

に、まちなか滞在時間を延ばす

ことを目的としている。 

 

中心市街地活

性化ソフト事

業（特別交付

税措置） 

平成 20 年度 

～平成24年度 

大分市中

心市街地

商都復活

支援事業

補助金 

 

37.トイレ設置

事業 

○店舗等の改

修によるトイ

レの設置に対

する補助 

●平成 20 年度 

～平成 24 年度 

個人事業

者及び商

店街団体 

 

 

 

 

 

店舗改装により、来街者のトイ

レ又は身体障がい者用トイレ

の設置を行う場合に対して、そ

の費用の一部を補助すること

で、官民で来街者のまちなかへ

の施設要望に答えるとともに、

ひと中心のまちを創造し、まち

なか滞在時間を延ばすことを

目的としている。 

 

 

中心市街地活

性化ソフト事

業（特別交付

税措置） 

平成 20 年度 

～平成24年度 

大分市中

心市街地

商都復活

支援事業

補助金 

 

 

41.大分七夕ま

つり 

○中央通りをは

じめとする中心

部の歩行者天国 

●昭和 57 年度 

～ 

 

 

大分市ま

つり振興

会 

 

 

毎年、中央通りを全面通行止め

として、47 万市民のお祭り広

場として活用し、魅力ある中心

市街地の構築を行なう。 

 

 

中心市街地活

性化ソフト事

業（特別交付

税措置） 

 

 

 

 

 

43.大分生活文

化展 

○中心部に位置す

る公園等において

市民の生活文化の

向上に資する各種

イベント 

●昭和 42 年度 

～ 

 

大分生活

文化展実

行委員会 

 

中心部において、地元大分の豊

かな文化と高い技術力に触れ

ることができ、また中心市街地

を楽しく回遊することができ

る多彩な催し物を開催する。 

 

中心市街地活

性化ソフト事

業（特別交付

税措置） 
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（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

該当なし 

（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

該当なし 

（4）国の支援がないその他の事業 

No.事業名 

〇内容 

●実施時期 

実施 

主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の 

内容及び 

実施時期 

その他の 

事項 

21.メディアコ

ンプレックス

事業 

〇さまざまな

メディアを複

合させた中心

市街地の情報

発信及び拠点

の整備 

●平成 22 年度 

～平成 23 年度 

大分合同

新聞社 

㈱エフエ

ム大分 

デジタル

バンク㈱ 

㈱大分ま

ちなか倶

楽部ほか 

 

店舗情報（グルメ・ショッピ

ング・イベントなど）、観光情

報・行政情報・防災情報等を

中心市街地で一元的に管理・

運営し、中心市街地全体とし

ての魅力向上と集客力をアッ

プさせるためにさまざまなメ

ディアを活用する。 

中心市街地のさまざまなライ

フスタイルに対応した情報発

信による魅力向上やライフス

タイルモールとして商店街・

中心商業地の一体的な再構築

のため必要な事業である。 

 戦略的中心

市街地商業

等活性化支

援事業費補

助金の活用

を検討 

22.府内町の空

き店舗活用テ

ナント化事業

及び遊休地を

活用したチャ

レンジショッ

プ事業 

〇空き店舗を

活用した将来

有望店舗のテ

ナント誘致事

業及び商店街

等と連携した

イベント事業 

○チャレンジ

ショップの配

置事業 

●平成 21 年度 

～平成 22 年度 

株式会社

トキハ 

府内町の商店街（府内五番街

商店街・サンサン通り商店

街・ポルトソール商店街等）

の空き店舗に対して、話題性

のあるテナントを誘致し、商

店街と百貨店とが一体化した

集客戦略を展開する。また、

府内町の商店街とトキハ百貨

店を繋ぐ動線上に位置するト

キハ所有地において、チャレ

ンジショップ事業を展開す

る。この２つの事業の組み合

わせにより、通りに活力をも

たらし、魅力ある個店の創出

による商店街の活性化に繋げ

ることができる点から、中心

市街地の活性化に必要な事業

である。 

 戦略的中心

市街地商業

等活性化支

援事業費補

助金の活用

を検討 
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23.パーキング

ネットの拡大

及び駐車場情

報提供事業 

〇中心部の時

間貸し駐車場

利用増進と市

役所駐車場活

用 

●平成 21 年度

～平成 22 年度 

大分市中

心部商店

街振興組

合 連 合

会、(株)

大分まち

なか倶楽

部、大分

市 

中心市街地での有料駐車場の

ネット拡大と利便性向上のた

め、おおいたパーキングネッ

トの料金清算システムの磁気

化対応を行なう。また、市役

所駐車場の休日（時間外）利

用対応のため、VICS 活用によ

る駐車場場所・満空情報の提

供を行い、中心市街地へのア

クセス向上を行なうため、中

心市街地の活性化に必要であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

26.ガレリア竹

町リニューア

ル事業 

○ガレリア竹

町のリニュー

アル事業 

●平成 21 年度

～平成 24 年度 

竹町通り

商店街振

興組合及

び個店 

 

竹町商店街の個店魅力・競争

力の向上と顧客ニーズに対応

した店舗構成への移行と高齢

者に対応した商店街へのグレ

ードアップを図る事業であ

り、中心市街地の活性化に必

要である。 

 

  

27.新大分第 7

ビル新築事業 

○商店街の低

未利用地の再

生を行う事業 

●平成 22 年度

～平成 23 年度 

新大分土

地株式会

社 

商店街（竹町通り商店街）の

低未利用地を活用し、起業家

の意欲を沸かせ、新たな商業

施設の創出と魅力ある賑わい

空間を再生するための事業で

あり、中心市街地の活性化に

必要である。 
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28.まちなか市

場 

○若草公園を

主会場に「まち

なか市場」を開

催する。 

●平成 20 年度

～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大分市中

央町商店

街振興組

合、豊の

国商人塾 

若草公園を主会場に大分県内

のグルメや産品をあつめた

「まちなか市場」を毎月第三

土曜日に実施をする。またそ

の開催に併せて、中央町商店

街でイベントを 

行うことから、中心市街地の

魅力増進と集客が期待でき、

中心市街地の活性化に必要で

ある。 

  

29.府内町サウ

ンドプロジェ

クト事業 

○府内町に路

上ライブ空間

を設け、いつで

もライブが行

える環境を整

備する。 

●平成 20 年度

～ 

 

 

 

 

 

 

 

大分市府

内 5 番街

商店街振

興組合、サ

ンサン通

り商店街

振興組合、

大分市ポ

ルトソー

ル商店街

振興組合、

大分合同

新 聞 社 、

（株）大分

まちなか

倶楽部 

府内町エリアに路上ライブ空

間を設け、若手ミュージシャ

ンを中心とした音楽活動拠点

を整備することにより、まち

に活気を与え、中心市街地へ

の集客が計画できるため、中

心市街地の活性化に必要であ

る。 
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30.大分マート

のリニューア

ル事業 

〇空き店舗通

りの昼と夜の

まち再生事業 

●平成 20 年度

～平成 21 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有限会社

サクラヤ

ビル 

空き店舗が顕著となっている

大分マートを、昼は最寄品店

舗、夜は、公衆トイレを併設

した屋台街として再生させ、

商店街どうしをつなぐ集客ス

ポットとして整備する事業で

あり、中心市街地の活性化に

必要な事業である。 

 

  

38.おおいた土

曜市 

○毎月第 2 土

曜日に遊歩公

園で土曜市を

開催。 

●平成 14 年度 

～ 

おおいた

土曜市運

営協議会 

 

 

 

 

 

 

地産地消と中心商店街の賑わ

いを取り戻し、県民市民の交

流の場を創造し、中心市街地

で集客力の向上を目指す。 

  

39.大分トリニ

ータ応援事業 

〇トリニータ

ホームゲーム

において、フラ

ッグストリー

トの開催 

●平成 19 年度 

～ 

株式会社

大分まち

なか倶楽

部 

九州唯一のJ1プロサッカーチ

ームの「大分トリニータ」の

ホームゲーム開催日に、中心

市街地で統一したフラッグを

掲げ、まちの一体感を表現す

る。 

 

 

 

 

 

  

 

 

大分トリニータのホームゲーム

の開催週に中心市街地に掲げら

れる旗。 


